)
様式１　基本情報
１．応募者の基本情報
※様式１はA4用紙【３ページ】以内（厳守）。書式設定（P.15）に従い、記入例等は削除のこと。
	（１）応募者の基本情報

	氏名（フリガナ）
	

	性別/年齢
	　　　　　／　　　　　歳

	所属機関
	

	部署／役職
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

	連絡先(所属機関)
	住所：（〒          ）
電話番号：
メールアドレス：

	
連絡先(個人)

	住所：（〒          ）
携帯番号(*)：
メールアドレス：
(*) 面接選考日の緊急時連絡先等に使用します。

	選考結果の連絡先
	☐所属機関　　☐個人

	PM人材の3類型
	公募要領（P.3 （１）③）から最も近いと思う類型を１つ選択してください。
☐ ｉ）　　☐ ii）　　☐ iii）

	（２）略歴

	①学歴（大学卒業以降）
（記入例）
平成／令和◯◯年  ◯◯大学◯◯学部卒業
平成／令和◯◯年  ◯◯大学大学院◯◯研究科修士課程○○専攻修了
平成／令和◯◯年  ◯◯大学大学院◯◯研究科博士課程○○専攻修了
平成／令和◯◯年　博士（◯◯学）（◯◯大学）　取得
②職歴（主な職歴と職務内容）
（記入例）
　平成／令和◯◯年～◯◯年　◯◯株式会社◯◯開発部（◯◯◯◯◯について開発）
　平成／令和◯◯年～◯◯年　◯◯大学特任准教授（◯◯◯◯◯◯に関する研究に従事）
　平成／令和◯◯年～◯◯年　◯◯株式会社◯◯事業部（◯◯◯◯◯事業担当）
③主な経験、実績（応募者がこれまでに従事したプログラム、プロジェクト、マネジメントに関す
　る主なもの5つ以内。）
（記入例）
　平成／令和◯◯年～◯◯年　○◯◯プロジェクト



	（３）応募者のこれまでの経験等

	① 応募者の経験について　※文字装飾可










	② 自己分析と学びの動機について　※文字装飾可











	③ 研修終了後のキャリアイメージについて　※文字装飾可















様式２　小論文
２．小論文
※A4用紙【3ページ】以内(厳守／参考文献一覧のページ除く)。書式設定（P.15）に従い、記入例等は削除のこと。
	解決するべき社会課題
	例）リサイクルや未利用資源活用、循環型社会形成

	小論文（プログラム）　テーマ
	例）持続的な成長と社会に必要な資源・素材を確保するため、効率利用とリサイクルの推進を通じて、天然資源の量の有限性を克服する。

	解決すべき社会課題の分野の理由
	例）資源のリサイクル、有効利用が不十分であるため

	
	

	
	

	
	

	
	

	【概要】（500字以内。文字装飾可）
※科学技術的アプローチ（研究開発課題を設定し、科学技術によりその解決を図る）を活用して作成してください（作成後に本文章は削除のこと）。









	【本文】（文字装飾可。図画可）
※科学技術的アプローチ（研究開発課題を設定し、科学技術によりその解決を図る）を活用して作成してください（作成後に本文章は削除のこと）。













様式３　自己評価
３．PMとして必要とする能力等についての自己評価
　PM研修で身につける力について、求められる各能力が現時点でどの程度、身についているか、その程度を数字で自己評価してください。本自己評価により審査に影響することはございません。


１　十分身についていると思う。　　２　ある程度身についていると思う。
３　不足していると思う。　　　　　４　ほとんど身についていない。


	能力
	求められる能力
	現時点での
自己評価
（１〜４）

	社会のニーズを把握する力
	ニーズを発掘するための適切な調査を実施できる
	

	新たな価値を創造する力
	必要な研究開発の評価解析ができる
	

	
	戦略を立案することができる
（コスト、技術水準、新規市場参入、マーケティング等）
	

	
	適切なビジョン、目標設定ができる
	

	
	新技術を見出す調査、解析ができる
	

	
	新技術開発に必要なコスト、期間を見積もれる
	

	
	高度な専門性への対応ができる（人的ネットワーク等）
	

	
	事前評価に必要なチーム形成ができる
	

	
	発想の転換ができる
	

	
	中核となるリーダーを見つけることができる
	

	
	プロジェクトを魅力的に見せる資料作成、説明ができる
	

	プログラムを推進する力
	必要なスキルメンバーを特定、集めることができる
	

	
	関係者との信頼関係を構築できる
	

	
	リスクの予測ができる
	

	
	プログラムのポジショニングを確定できる
	

	
	社会変化に対応できる柔軟性がある
	

	
	方向性を一定に保ち、適切な指標を設定できる
（技術、スタッフ、資金の全てにおいて）
	

	
	状況変化等による障害を事前に予測できる
	

	
	状況変化に対して適切に対応できる
	

	プログラムを管理する力
	進捗管理ができる
	

	
	適切なスタッフを配置できる
	

	
	適切な資金配分ができる
	

	
	チームのモチベーションを維持できる
	

	
	管理能力がある
	

	PMとしての
総合力
	コミュニケーション能力がある
	

	
	積極性がある
	

	
	情報収集能力がある
	

	
	本質を見抜く力がある
	

	
	客観的視点で見ることができる
	

	
	先見性がある
	

	
	チャレンジ精神がある
	

	
	柔軟性がある
	

	
	専門知識が身についている
	

	
	決断力がある
	

	
	説得力がある
	

	
	組織の枠を超えた研究成果の出口戦略を描き実行できる
	




